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金
滞
古
蹟
志
巷
叶

。
郡
古
屋
氏
醤
邸

元
線
六
年
の
士
授
に
‘
那
古
屋
宇
門
浅
野
町
。
と
見
h
・
延
貨
の
金
津

闘
に
餌
指
町
と
不
破
彦
三
下
屋
錦
と
の
聞
に
名
越
屋
千
松
と
記
載

し
、
前
日
三
十
問
奥
行
三
十
八
間
一
尺
五
寸
と
あ
り
。
那
古
屋
氏
は

加
陽
緒
士
系
聞
に
、
共
組
誠
人
、
寛
永
三
年
微
妙
公
被
=
召
尚
一
三
千

石
賜
v
之
。
宮
山
附
歩
合
後
蹄
参
.
二
代
隼
人
.
父
遮
知
之
内
二
千
石

賜
ν
之

4

三
代
千
松
、
後
右
門
.
父
遺
剣
二
千
石
相
続
・
寅
永
元
年
夜
。

共
子
吉
太
郎
遺
跡
相
続
・
幼
少
遺
知
三
之
一
賜
v
之
.
早
世
家
断
絶
。
と

あ
り
。

。
寺
西
氏
下
部
跡

寺
西
氏
下
邸
の
聞
も
延
賃
金
津
固
に
載
せ
た
り
。
按
宇
る
に
、
右
の

固
に
て
見
れ
ば
、
延
貨
の
頃
は
、
寺
西
氏
下
邸
は
鶴
野
川
川
下
の
符

尾
に
t
、
殊
に
今
一
式
ふ
上
中
嶋
町
・
下
中
嶋
町
の
地
は
悉
く
河
似
た

り
し
を
、
後
河
原
を
築
出
し
て
町
地
と
注
し
、
今
の
如
く
商
家
等
を

建

τた
る
も
の
也
o
中
嶋
町
錫
池
場
の
停
銑
に
も
‘
往
昔
は
庚
寄
寺

よ
り
下
方
に
家
屋
無
v
之
、
悉
皆
河
原
注
り
し
が
、
後
町
地
と
怠
り
、
.

遁
々
家
屋
を
建
立
し

τ、
鋳
治
場
ま
で
連
携
す
と
い
ひ
僻
ふ
と
い
へ

り
。
此
の
停
訟
に
て
も
、
此
の
地
越
の
事
知
ら
れ
け
り
。

。
中
島
町

元
職
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
花
、
中
嶋
町
。
と
あ
り
。
今
上
中
嶋

町
・
市
中
嶋
町
と
上
下
に
分
ち
た
り
。
年
代
摘
要
に
‘
享
保
十
五
年
町

線
家
数
、
頭
振
浅
野
中
嶋
村
十
四
軒
。
と
い
ふ
事
見
ゆ
れ
ば
、
浅
野
中

嶋
の
村
地
た
り
し
を
、
町
地
と
た
し
た
る
に
依
り
て
中
鳩
町
と
稿
せ

し
に
や
。
或
は
一
宮
ふ
J

此
の
地
む
か
し
は
漉
野
川
の
中
島
た
る
を
築

出
し
、
町
地
と
成
し
た
り
ι
故
に
中
嶋
町
と
稀
す
と
。
此
の
設
共
の

貨
を
得
た
る
た
る
ぺ
し
。

。
本
源
山
鹿
醤
寺

曹
洞
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
蛍
寺
は
俊
安
元
年
八
坂
雲

龍
寺
十
代
白
翁
和
倫
の
開
基
に
て
、
二
代
隼
英
和
倫
寺
建
立
。
開
基

捜
那
は
不
破
彦
三
也
。
と
あ
り
。
今
の
明
細
幌
に
は
、
貞
享
二
年
五

月
雲
龍
寺
八
世
白
翁
和
倫
之
弟
子
傑
外
和
倫
開
基
、
不
破
四
代
彦
三

勝
次
、
菩
提
所
石
川
郡
五
郎
嶋
民
営
宗
安
養
山
鷹
番
寺
之
洞
堂
を
移

し
、
曹
洞
宗
に
改
め
、
本
源
山
蹟
響
寺
企
改
稿
す
0

・
と
あ
り
。
按
守

る
に
、
貞
享
二
年
五
月
は
奮
藩
五
世
毒
議
綱
紀
卿
‘
加
賀
・
能
登
・
越

中
三
闘
の
紳
枇
倒
閣
の
来
腹
を
帯
出
さ
し
め
ら
れ
、
庚
番
.
寺
よ
り
由

来
書
を
言
上
せ
し
年
月
也
。
然
る
を
寺
開
闘
の
年
月
の
如
〈
記
載
せ
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晶
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L
は
‘
茜
し
き
誤
左
り
。
維
新
以
来
の
寺
院
明
細
肢
は
、
か
a
A

る
誤

多
く
設
と
す
る
に
足
ら
占
1
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鹿
香
寺
地
議
堂

此
の
地
磁
隼
は
、
御
丈
ク
一
尺
五
寸
許
の
木
俊
に
て
、
厨
子
に
安
置

す
。
略
縁
起
に
云
ふ
。
抑
此
地
裁
菩
薩
は
バ
弘
法
大
師
一
万
三
奔
の

作
に
て
、
蛍
寺
開
基
檀
那
不
破
氏
元
組
河
内
守
光
治
の
念
持
働
也
。

共
さ
き
光
治
、
織
岡
信
長
公
に
随
従
あ
り
し
頃
、
紀
伊
園
の
高
野
山

ヘ
参
館
、
国
家
安
穏
武
運
長
久
を
祈
念
し
‘
屡
e
職
場
を
経
と
い
へ
ど

も
‘
生
涯
負
傷
を
受
け
歩
。
共
後
加
州
へ
来
り
、
英
子
孫
蛍
寺
を
創

立
し
て
、
偉
像
を
ぽ
寺
中
に
安
置
す
。
然
る
に
近
く
天
保
六
年
三
月

十
一
日
の
火
災
民
、
寺
院
既
に
一
銭
ん
と
せ
し
花
、
童
形
の
借
現
出
し

て
防
禦
す
。
是
金
〈
地
裁
傘
た
る
事
、
諸
人
の
知
る
慮
也
。
故
に
夫

よ
り
世
人
火
防
地
磁
掌
と
崇
め
、
毎
歳
三
月
十
一
日
銀
火
鵠
左
唱

で
大
般
若
経
を
締
讃
し
て
、
踊
t

益
.
鎮
火
の
守
護
あ
ら
ん
事
を
祈

念
す
。
と
あ
り
て
、
名
高
き
地
裁
隼
と
て
世
入
信
仰
す
と
一
宮
ふ
。

。
浅
野
吹
屋
町
‘

此
の
町
は
錦
池
場
の
地
越
を
呼
ぺ
-P
。
但
し
明
治
四
年
戸
籍
編
成
の

時
、
吹
屋
町
の
町
名
を
慶
し
、
下
中
嶋
町
に
属
せ
し
め
た
り
。
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